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生成AIを活用した魅力ある授業づくり

部会

１３：３０～１４：５０ 開会、イントロダクション
部会Ⅰ：講演

文部科学省教育課程課教育課程企画室長 
 栗山 和大 氏による講演 

１４：５０～１５：００ 休憩
１５：００～１５：５０ 部会Ⅱ：協議
１５：５０～１６：００ リフレクション

令和８年度徳島県中学校教育課程研究集会

【 保健体育 】



研修の目的（抜粋）

○GIGAスクール構想による１人１台端
末を活用した主体的・対話的で深い学
びの充実を図る。





生成AIを活用した魅力的な授業づくり



【なぜ生成AIを使うのか】
〇「人間中心のAI社会原則」
・２０１９年に日本政府（統合イノベーション戦略推進会議）が策定
・AIと人間が健全に共存するための共通指針
・「AIはツール、最終判断は人間」「誰もが平等にAIの恩恵を享受できる」
・「社会課題の解決にAIを活用」

〇「学習指導要領」
・情報活用能力」が学習の基盤となる資質・能力として位置づけ
・次期学習指導要領改訂に向けた中央教育審議会（教育課程企画特別部会）
でも、「情報活用能力の抜本的向上」について議論
AIを含むデジタル学習基盤を、単なる便利な道具としてではなく、
「主体的・対話的で深い学び」を実現するためにどう活用するか。
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【生成AIを活用するためのガイドライン】
〇「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」

（2024年12月Ver.2.0）
〇徳島県教育委員会策定
「学校等における生成AIの当面の方針について（第２版）」
「児童生徒の生成AI活用前に学校が事前にすることリスト」
「生成AI利用に関するFAQ（教職員向け：第２版）」
「生成AI利用に関するFAQ（生徒・保護者向け：第２版）」
「校務における生成AIの活用について（第１版）」・・・等

※上記のガイドラインや指針は国や徳島県教育委員会から出されているものであ
る。各市町村立学校については各市町村教育委員会のガイドラインや指針に
従って利用しなければならない。（勝手に生成AIを児童生徒に利用させてはな
らないことが前提）
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体育・保健体育、健康、安全ＷＧでの生成ＡＩに関する内容

令和８年６月５日体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ骨子（案）

主に生成AIに関すること



①具体的なプロンプト（指導と評価の計画）

AIの活用（教師側の活用法）



指導と評価の
計画案の提示

AIの活用（教師側の活用法）



評価規準（A評価が提示されたので、B・Cも提示してほしければ追加でプロンプト）

AIの活用（教師側の活用法）



指導にあたってのアドバイス（またこれから想定される具体の提案）

AIの活用（教師側の活用法）

提案された案をそのまま使うのではなく、案をベースに自分のイメージに
近づける
例えば・・・
寝技のみで行いたい・・・
簡易な攻防を毎時間盛り込んで・・・

独善的な指導や計画にならないため、常に学習指導要領を
踏まえ、安全を最優先させるようなプロンプトを



①より詳しく具体的なプロンプト例（指導と評価の計画）

AIの活用（教師側の活用法）



教師側のAI活用例
〇指導と評価の計画の作成 〇評価規準の作成
〇場の設定の案出し ○  
〇運動が苦手な児童に対する配慮例や障害のある児童など
についての配慮例の提案
〇教師の発問作成や、児童の反応の想定
〇難解なデータの発達段階に応じた要約 など

AIの活用（教師側の活用法）



生徒のAI活用例
〇チームで選んだ作戦の検証や提案
○自己調整サポートカード（技能）
〇フォーム分析・動作認識
〇ゲームやボール運動における作戦ボードとして活用
（チームの話し合いが活性化するための案出し）
〇表現運動でのアイデア出し
〇健康的な生活習慣作成のアドバイザー

AIの活用（生徒の直接的な活用法）

前提条件として
中学生がAIを活用する場合
AIは「思考を広げ、深めるためのパートナー」
「絶対的な正解を教えてくれる先生」ではない



AIの活用（生徒の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

基本的にはチームのみんなで作戦を選ぶが、その作戦が本当
に効果的なのかAIに検証させる。また、プロンプトには「全員
が楽しめる」や「みんなが活躍できる」などの条件も



AIの活用（生徒の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

動きをAIに解析してもらい、動きが見やすくなったことでハー
ドルを走り越える動きに対する気付きが促され、技能の向上
や協働的な学びにつながる



AIの活用（生徒の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

器械運動で自己の動作の改善点を壁打ちし、次時の課題設定
につなげる
「体育の授業中に長く壁打ちをすると身体活動時間の確保が
難しくなる」
活動中はAIと向き合うよりも身体活動時間を確保し、
協働は仲間（友達）と」



生成AIで実際にプロンプトを入力し、隣の人とその内容につい
て協議してみよう
（学習指導要領から外れず、ファクトチェックも、安全面の担保・・・）

入力例
〇柔道（武道）やマット運動（器械運動）の
指導と評価の計画作成（学年は自分の学年）

〇フォーム分析・動作認識
〇ゲームやボール運動における作戦ボードとして活用
（チームの話し合いが活性化するための案出し）
〇表現運動でのアイデア出し
〇健康的な生活習慣作成のアドバイザー

生成AIプロンプト入力体験

【協議】



★生徒が生成AIを活用することについて改めて確認

（１）「ヒントをくれる仲間」であり「絶対の正解」ではない

 ・生成AIの出力はあくまでも「参考の一つ」「最適解とは限らない」

最後は人間が判断し、生成AIの出力結果を踏まえた成果物に

自ら責任を持つ

（２）「安全第一」の判断は自分や先生で

 ・AIの提示した動きでケガの可能性がゼロとは言えない

（３）身体を動かす時間が減ると本末転倒

 ・運動領域では身体を動かしながら三つの柱を育成する

体育科の価値

生成AIを活用した魅力ある授業づくり

（４）適切な利活用のための留意事項

 ・個人情報や機密情報の入力禁止徹底

 ・著作権侵害リスクへの適切な対応

  ・ハルシネーションやバイアスの見極めとファクトチェック



利活用の際には、
生成 AI から一度で求める出
力がなされることを期待せず、

確認・共有事項

初等中等教育段階における 生成 AI の利活用に
関するガイドライン（Ver. 2.0 ）



複数回の対話の中で求める出力に近づけていく
ことや、
生成 AI の出力はあくまでも参考の一つであるこ
とを認識し、
教職員自らがチェックし推敲・完成させるなど、

確認・共有事項

初等中等教育段階における 生成 AI の利活用に
関するガイドライン（Ver. 2.0 ）



最後は自分で判断し、生成 AI 
の出力を踏まえた成果物に自ら
責任を持つという基本姿勢が重
要である。

確認・共有事項

初等中等教育段階における 生成 AI の利活用に
関するガイドライン（Ver. 2.0 ）



生成AIに全て委ねるのではなく自
己の判断や考えが重要であること
を十分に認識できるようにする必要
がある。
（生徒も教師も）

確認・共有事項

中等教育資料「中学校における生成AIの活用について」
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